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 前提条件

● 鹿児島地区の2018年のSentinel-1Aデータ

● 鹿児島地区のGDEM(30[m]分解能)1シーン(1 x 1
度: ASTGTM2_N31E130.zip)を利用し、この領域
だけ処理する。

● GDEMはEarthexplorer 
https://earthexplorer.usgs.gov から、ダウンロード
済であるとする。

https://earthexplorer.usgs.gov/


  

SARデータの入手

● 対象: Sentinel-1 A/B (ESA, Cバンド)
● 入手先: Alaska Satellite Facility (ASF)

– https://vertex.daac.asf.alaska.edu
– ユーザ登録必要
– Seasat (1978) 〜 Sentinel-1 A/B(現在) 

https://vertex.daac.asf.alaska.edu/


  

Vertex: 対象領域の設定

login後、地図中に対象領域をマウスでドラッグして設定



  

Vertex: センサの選択

左側の Datasetタブを開き、対象センサをマーク



  

Vertex: 時期の設定と検索

左のOptional Search Criteriaを開き、データの必要な期間のはじめと終
わりを設定し、その下のSearchボタンを左クリックして検索を開始する。



  

Vertex: 検索結果表示とプロダクト選択

地図の右側に検索結果が表示される、そのうち、サムネイルが表示され
ているものが、高次処理済のもので、サムネイル上の日付にマウスを移動
させると、地図上でその観測領域が反転する。必要な領域であれば、検索
結果のPathとFrameを記憶しておけば、他の日付でも同じPath/Frameを
選べば良いため、プロダクトを探す手間が省ける



  

Vertex: ダウンロード

検索結果のサムネイルの上の日付をクリックするとサブウィンドウが表示さ
れ、ダウンロードできるプロダクトが表示される。この中の、L1 Detected 
High-Res Dual-Pol (GRD-HD)が対象であるため、ダウンロードボタンを
左クリックし、ダウンロードを開始する。



  

SARデータの処理

●  SARデータ: 斜方下部にマイクロ波を放射し、その
反射を捉えるため、標高差により倒れこみが生じる

● 倒れこみを補正するにはDEMが必要
● マイクロ波送信機は太陽ほど安定でないため、受

信エネルギを送信エネルギで正規化する必要があ
る (後方散乱係数: シグマノート)

　　　　　　　　　↓ 
● ESAの提供しているSNAPでは、両者が同時にで

き、加えてフォーマット変換もできる



  

SNAP: 起動とデータ読み込み

File → Open Productを選択すると、ファイル選
択サブウィンドウが開く。そこから目的のファイル
を選択し、Openを左クリックする。 (zipファイルを
選択すれば良い )



  

SNAP: 空間的サブセッティング
読み込んだデータをクリックし、 Raster --> Subsetをクリック

サブウィンドウが表示されるため、 Spatial 
Subset --> Geo Coordinateを選択し、切り
出し領域を入力する。

OKを左クリックで開始



  

SNAP: サブセッティング結果
サブセッティングされたプロダクト



  

SNAP: 倒れこみ補正、後方散乱係数
計算、フォーマット変換

Radar → Geometric → Range – 
Doppler Terrain Correction を選
択する。

出力フォーマット選択
GeoTIFF - BigTIFFを選択

出力ディレクトリを入力

External DEM
を選択

DEMファイル
を入力

この6つのラジオボタンを選択
し、下のRunを左クリック

サブセッティングさ
れたデータである
ことを確認 

出力ファイル名を入力



  

補正結果

　　受信エネルギ　　　　　　　　　　　　　　　　シグマノート

出力されるGeotiffファイルにはσVH, σVV, 入射角がバンド1, 2, 3と
して記録されている。



  

QGISによる処理

● シグマノートのDB計算、分割(SNAPでもできるが、
QGISだと両者同時にできる)

●  SNAPで作成した、補正済GeotiffファイルをQGIS
に読みこんでおく。



  

QGIS: DB計算と分割
Raster → Raster Calculatorを選択するとサブウィンドウが表示される

上から、VH, VV, 
入射角

出力ファイル名を
入力

計算式: DB = 10 log10(VH, VV)を入力し、OKをクリッ
クすると計算開始



  

QGIS: RGBコンポジット

Raster → Micellneous-->Mergeを選択
入力ファイルを3つ指定、
指定した順にRGBに割り
当てられる。

出力ファイルを入力
RGBコンポジットの
場合は、必ず指定

OKを左クリックして
開始



  

SNAPを使ってみて

● 機能が豊富、特に解析機能がQGISよりも充実して
いる。(もちろん、Sentinel特有の処理も)

● 単一シーンの解析には向いているが、複数シーンか
ら時系列データを構築したりする機能がない(?)

　　　　　　　　　　　　↓
● SNAPとQGISの相互利用が現実的



  

Sentinel-1を使ってみて

● なにしろ無料、SNAPやQGISを利用すればお試し
以上のことが無料でできる。

● 偏波が限定されているという制限もあるが、かつて
はVVしかなかったので、そういう意味では資産が
豊富にある。
– VVとVHどっちいいのか？→VVはシグマノートが大きい

ため、感度が良い、但し飽和しやすい。→まずは両方た
めしましょう。
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